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研究成果の概要（和文）：インドシナ半島東部および南部沿岸の小島嶼に生息する小型哺乳類の分布および種多
様性に関する調査を実施し，その固有性について生物地理学的な検討を行なった結果，ベトナム南部のタイ湾内
のホンニャ島において，フィンレイソンリスの新亜種を発見した。また，ベトナム中部のラオ島においても特異
的な毛色パターンを示すフィンレイソンリス個体群を確認することが出来た。その他，ベトナムの北部から南部
にかけて存在する複数の島嶼において，小型哺乳類相の基礎的な情報を収集することが出来た。本研究の結果か
ら，インドシナ半島周縁島嶼域は，小型哺乳類の固有個体群を創出する場所であることが示された。

研究成果の概要（英文）：From biogeographical viewpoint, we conducted a survey on the distribution 
and diversity of small mammals occurring on small islands in the eastern and southern coastal areas 
of Indochina Peninsula. We described a new subspecies of Finlayson’s squirrel from Hon Nghe Island 
in the Gulf of Thailand, located off the coast of
southern Vietnam. We also reported a population of Finlayson’s squirrel with unique pelage color on
 Lao Island of the Cham Islands, located off the coast of central Vietnam. In addition, we succeeded
 in collecting basic information on the small mammalian fauna on several small islands in Vietnam. 
Our results indicate that the small islands located off the coast of the Indochina Peninsula could 
produce endemic populations of small mammals.

研究分野： 哺乳類学

キーワード： 生物地理学　系統地理学　小型哺乳類
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研究成果の学術的意義や社会的意義
インドシナ半島周縁に多数存在する小島嶼は，最終氷期においてスンダ大陸の一部に含まれ半島部と地続きであ
った。哺乳類の個体群に対する地理的隔離効果が低いことが予想される島嶼域において，固有亜種および固有形
質を有する個体群が発見されたことから，これら小島嶼域が哺乳類の多様性を創出する重要な場であることが明
らかになった（哺乳類の固有性が示されたことから，他の生物種にも固有な島嶼個体群の存在が期待される）。
世界的に生物多様性の保全の重要性が叫ばれている中，保全に取り組むべき場所の抽出は重要な課題であるが，
本研究の結果からインドシナ半島周縁島嶼域をその候補地として検討すべきであることが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
生物多様性ホットスポットの一つであるインドシナ半島は固有種（サオラ，フランソワリーフ

モンキー，ベトナムリス等）の宝庫であり，また，トラ，アジアゾウ，ジャワサイ，ボウシテナ

ガザル等の多くの絶滅危惧種が生息する保全上重要な地域でもある。 

本研究開始当初，インドシナ半島部のみではなく，半島から数十 km ほど離れた海域に存在す

る小島嶼において，固有の小型哺乳類種が相次いで発見されていた。海洋により島嶼が長期間隔

離された結果，その島嶼に生息する個体群が大陸部とは異なる形質を持った別種へと進化を遂

げ，島嶼固有種が創出されたと考えることが出来るが（例えば，Cox and Moore 2005），インドシ

ナ半島からわずか数十 km しか離れていない島嶼部において，長期間の地理的隔離が生じたとは

考え難い。何故なら更新世最終氷期（約 7〜1 万年前）において，インドシナ半島はスマトラ島・

ジャワ島・ボルネオ島等の現在の東南アジア島嶼域と地続きであり，大きな“スンダ大陸”が形

成されていたからである。インドシナ半島周縁海域の島嶼もこの大陸の一部であったと考えら

れ，海洋による島嶼の隔離を想定するには無理があった。 

しかしながら，本研究開始以前から，ベトナム北部のカットバ島では霊長類の固有種であるカ

ットバラングールの生息が知られており(Nadler et al. 2002)，さらに，ベトナム南部のフーコック

島ではジネズミの固有新種が (Abramov et al. 2008)，同じく南部のホンカイ島ではリス類の固有

新種（“ホンカイリス”）が発見・報告されていた(Nguyen et al. 2018) 。また，哺乳類ではないが，

爬虫類のサイケデリックイワヤモリがホンカイ島及び同じく南部のホンテュオン島の固有新種

として発見された (Grismer et al. 2010; Ngo et al. 2016)．これらの島嶼固有種は，従来の地史に基

づいた生物地理学的解釈では説明することが出来ない興味深い進化の産物であった。 
 
２．研究の目的 
インドシナ半島周縁海域に存在する小島嶼において，どの様な固有哺乳類種がどの様な進化

学的過程で創出されたのであろうか？これらの「問い」に答えるために，インドシナ半島周縁海

域に存在する小島嶼の“進化生物学的機能”を明らかにすることを目的として，小型哺乳類の全

グループを包括的に調査し，島嶼環境がこれらの哺乳類の進化に及ぼした“規則性（一般則）”

を示すことを試みた。 
 
３．研究の方法 
本研究は，以下の３つのステップで実施された。 

①インドシナ半島周縁島嶼における小型哺乳類の採集調査 

インドシナ半島東側（ベトナム）及び西側（ミャンマー）の海域に存在する小島嶼 

を調査地とし，2020 年〜2022 年度の間に全ての小型哺乳類グループ（齧歯目ネズミ科，齧歯目

リス科，トガリネズミ目，翼手目）の採集を実施する予定であったが，コロナ禍における移動制

約およびミャンマーの政情不安定が原因で多くの島嶼での採集活動を諦めることとなった。ミ

ャンマー海域の島嶼は調査せず，またベトナム海域においても調査対象島嶼を北部のカットバ

島，クオンラン島，中部のラオ島，南部のトチュー島，ホンニャ島，ホントレ島，コンダオ島の

みとした。島嶼における採集はベトナム生物資源・生態学研究機関研究員の Son Truong Nguyen

博士によって実施された。  

②採集した個体の形態学的及び遺伝学的解析 

採集された動物個体には速やかに安楽殺処理を施し，体長，頭胴長，尾長，体重，後足長等の

外部計測を行なった。写真撮影を行った後，仮剥製標本及び頭骨標本を作製した。さらに，1㎤ 



程度の大きさの筋肉組織を採取し，99％エタノール溶液に固定後，ミトコンドリア DNA のチトク

ロム b 遺伝子及びコントロール領域の塩基配列を決定した。 

③インドシナ半島部に生息する既知の種との比較検討及び生物地理学的総合考察 

②で得られた形態学的形質及び遺伝的データ（DNA 塩基配列）に基づいて，インドシナ半島

部に生息する同属の種，或いは同種の個体群と比較検討を行った。形態学的形質については，外

部計測値及び頭骨計測値を用いた統計学的解析を行い，遺伝的データについては，分子系統学的

及び分子系統地理学的解析を実施した。 

④小型哺乳類の分布調査手法の開発 

小型哺乳類の生息証拠を効率よく把握するために，自動撮影カメラの導入を検討した。ベトナ

ムの調査現場では使用できなかったが，日本において，小型哺乳類（リス類やネズミ類）を対象

に本手法を用いたその効果の検証を行った。 

 

４．研究成果 

 本研究プロジェクトを通して得られた主要な成果について以下に記す。 

(1)フィンレイソンリスの新亜種の発見 

 ベトナム南部のタイ湾内に位置するホンニャ島において，フィンレイソンリスの新亜種を発

見し，これを国際雑誌に報告・記載した(Vu et al. 2021a)。タイ湾には他にもフィンレイソンリス

の島嶼固有亜種の生息が知られており，これらの分岐は約 30,000 年前であることが DNA の分析

結果から示唆された。最終氷期終了後，徐々に生じたスンダ大陸の分断化に伴い，タイ湾内の島

嶼も連続的に形成され，そしてこれらの地理的変化に伴いフィンレイソンリスの島嶼固有亜種

が創出されたことが示された。 

(2) 新たな毛色形質を有するフィンレイソンリスの個体群の発見  

 ベトナム中部のラオ島において，特異的な毛色形質を有する島嶼固有個体群を発見し，これを

分子系統学的な情報と併せて国際雑誌に報告した(Ly et al. 2021)。ラオ島は最終氷期後（20,000〜

10,000 年前）にインドシナ半島から隔離されたと考えられ，この毛色も最終氷期後に獲得された

形質であることが示唆された。 

(3)固有種ホンカイリスの新たな分布域の発見 

ベトナム南部のホンカイ島では，申請者らによって，2018 年に本島に固有なホンカイリスが

発見され新種として記載されている(Nguyen et al. 2018)が，本種の個体群が南部のチュー島にも

生息することが示された（これについては現在投稿論文を準備中である）。 

(4)クリハラリス個体群の頭骨形態と植生との関係 

 ベトナムに広く生息するクリハラリスを指標として，その頭骨形態の変異が生息域の植生と

関連するか否かを調べた結果，熱帯低地常緑多雨林に生息する個体群が，他の食性の個体群と異

なることが示唆された(Vu et al. 2021b)。植生の違いはインドシナ半島において進化的変化を惹起

する要因の一つであることが考えられ，植生に焦点を当てることで島嶼における進化的変化を

説明することが出来るかもしれない。これについては今後の研究課題である。 

(5)結論 

インドシナ半島周縁海域に存在する小島嶼において，小型哺乳類（特にリス科齧歯類）では最

終氷期以降の短いスパンで進化的な変化が生じたことが示された。地理的隔離期間は短く，今回

の結果から種分化は見られなかったものの，亜種分化，形質分化といった現象が認められ，イン

ドシナ半島周縁海域に存在する小島嶼は，進化学的重要単位の創出機関であることが明らかに

なった。また，最終氷期後のスンダ大陸の崩壊による島嶼化は急激に生じたのではなく，おそら



く一定のスパンがあり，この範囲の中で徐々に島嶼ごとの隔離が進行したものと考えることが

出来る。そして島嶼化の順序に従い，島嶼ごとの小型哺乳類の固有性に違いが生じたものと考え

ることができる。インドシナ半島の地史と哺乳類の進化史との関係については今後の重要な研

究課題であろう。島嶼に生息する固有種及び進化的重要単位に相当する個体群の保全は，生物多

様性を維持する上で重要な課題である。本研究の結果は，インドシナ半島周縁海域に存在する島

嶼環境の保全の重要性を強く示唆するものである。 
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